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体 育 大会 を終 え、次 は

学 力 の 向上 に向 け た取 組
み を行 ってい ます。

学力充実 に関 して、本校 の取組 の中で大

事 に してい るものがあ ります。 それが「家
庭学習の質 と量の向上」です。学力調査時
のア ンケー ト調査の結 果か ら、家庭での学
習時間が県平均 を大 き く下回 っていること

を とても危惧 してい ます。家庭 で学習時間
が確保で きない原 因 と して、スマホ使用 を

含めたメデ ィア視聴時間が 多い ことが最大
の原 因 と考 えてい ますが、学校 での理解が

不十分 だ った際、家で一人でや ることは困

難 だ とい う思いを持 ってい ることが根本原
因だ と思い ます。

そ こで本校 では、家庭学習 を充実 させ る
ため に、「 自学 タイム」 と「授 業の改善」
を中 ,せ に取 り組んでいます。

自学 タイム とは、帰 りの会の前 にみんな
で一斉 に「燦 た リシー ト」 をも とに自学 を

す る時間の ことです。学校 で今 日帰 ってか
ら取 り組 む ことを決め、あ らか じめ行 って

お くことで家庭での学習につなげることを

狙 つてい ます。先 日行 われ た定期 テス トの

前 には、他 クラス と合 同で 自学 タイムを行
うな ど工夫 を している姿が見 られ ま した。
ぜひ家庭で も自学の様 子 を確認 していただ

き「がんば って るね」 とほめて も らえる と

効果は倍増 す る と思い ます。 ご協 力のほ ど

よろ しくお願 い します。

次 に授業の改善です。荒尾市では「あ ら
おベ ーシ ック」 とい う共通学習ス タイルの

定着 に向け、取 り組んでい ます。本校 で も
「あ らおベ ーシック」の授業 を とお して、
生徒が主体 とな って学ぶ授業 とな るよ う日
々実践 を重ねてい ます。学習 リーダーが問
いか けや話 し合 いの司会者 とな り授業 を進
めてい ます。『 与 え られ た矢口識 』 よ り『 自
ら獲得 した知識』の方が身につ くことは広
く知 られ てい ます。少 しで も生徒 か ら獲得
す る知識が増 えるよ う各教科の担 当も様 々

な工夫 を凝 らしてい ます。授業参観 ウ ィー

クにぜひ見 に来ていただける と幸いです。
これ ら 2つ の重点取組 を機能 させ るため
には、授業 を受 ける学級が どれだけ支持的
風 土 が あ るか が 重要 で あ る と考 えて い ま

す。『 支持 的風 土』 について、学校 で共通
理解 してい る ことは、「誰 に対 して も気兼

ね な く、 自分 の思 い を伝 え られ る こと」
とい う点です。そのために各学級では
「 I分 間ス ピーチ」や「ス ピーチに対す る
お返 し」 を行 った り、道徳 の授業 を充実 さ
せた りしてい ます。
日々の少 しずつの取組ですが、学力の向
上のために とても大切 な土 合であ る熾の成
長のために 1年 間精 い っぱい取 り組んでい
きます。

6月 5日 に は、 生徒総 会
が あ りま した。 今和 8年 度

に生徒会 と各委員会が取 り組 む ことについ

て、発表 し、 い くつかの質疑薦答 を受 け、
満場一致で可決 され ま した。 こが総会 に向
けて生徒会役 員や各委 員会の委員長 と副委
員長 はた くさんの準備 を重ね会 に臨んでい

ま した。 その姿は リーダー としてた くま し

く思い ま した。荒尾第四中学生の一人一人
が輝 ける取組 とな るよ う精一杯取 り組んで
ほ しい と思います。

危
交通安全について 登下校 を中ミ に交通事故

が頻発 してい る ことを危惧
してい ます。臨時で全校集会 も行 い ま した

が、 その後 も事故 が見 られ ます。幸い命 に

係 わ る事案は起 きてい ませんが、 どれ も肝
を冷やす事故 ばか りで した。原 因 としては

自転車 に乗 ってい る生徒の交通法規の理解
が二 しい ことがあげ られ ます。例 えば、『 白
転車がやむな く歩道 を走行す る場合、歩道
をどのよ うに走行 す るのか』 とい う問いに

対 して、『 車道側 を徐行 す る』 と答 え られ
る生徒 は着千名であ る とい う現状です。 ま
た、「 自転 車 は歩行者 と同 じだ」 とい う思
いの生徒 も多いよ うです。 自転車 は車両で

す。歩行者 と同 じであ る とい う思いで運転
を してい ると自 らの命 の危惧 を生 むばか り
でな く歩行者 を傷 つけることにもつなが り
ます。家庭で も正 しい知識 を教 えていただ
ける と幸 いです。 かけが えのない命 を守 る
ためにお願 いいた します。

生徒総全に


